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現代研究会第14回議事録

「教育と言語・思想」

発表者　豊田 昂希

記録　大江 弘之

発表者の目標：国語科の教科書を作りたい。

※議事録はレジュメと併せてごらんいただくとより内容を理解出来ます。

■近代日本教育史概観

1872年（明治五年）　学制発布

→当時は「国語」ではなく、７分野。

綴り方…文字の書き方

習字…文の書き方、写本

1900（明治三十三年）国語科が出来る。

小学校令施行規則より

・普通の言語　標準語の設定

・須知の文字及び文章

・正確に思想を表彰

★「日本語」ではなく「国語」である理由

国家が規定した言語であるということ。→国民国家、国民のIdentityとのかかわりを考える。

国語科はどの国固有なものである。

■形式教育と内容教育

国語科は形式教育と内容教育をあわせた教育（相補的・有機的な関係）。お互いがそれぞれ必要。

内容教育は国語科だけでなく、社会や理科等ほかの科目でもなされる。

標準語教育を目指す。

標準語教育は100%うまくはいかない。

→先生自体が、標準語が出来るわけではなかった。

↓（教育体制そのものはあまり変化していない。教材は変わった。）

■戦後教育とその諸問題

A.枠組みの変化、GHQの介入。

＜変化の特徴＞

・義務教育において「議論」の誕生。民主主義。

→議論の主体が一般国民にも。

・義務教育において話し言葉の重視⇔戦前はショトク（手紙文）の重視

B.学力観の変化

〔問い〕戦前の教育は知識偏重教育だったのか。自己学習力の習得。「生きる力」＝課題を乗り越えて、問題を解決する能力

→今日に続く問題。学力低下を逆に招いたとも考えられる

＜学習指導要領を中心に戦後の教育史＞

一時期、知識偏重教育から脱却を目指したカリキュラムが出来る。

例：1955年　高等学校学習指導要領（一般編）

↓

学力低下（1960年前後）

60年代後半　学習指導要領改定

↓

1970年頃　受験戦争勃発

塾がこの頃から有力に。通う生徒も増えてきた。

旧文部省が塾を容認？

↓

「ゆとり教育」　学習指導要領改定

↓

問題視、教育改革（今）

※「ゆとり教育」について

〔二つの柱〕

・週五日制

・教科内容の３割削減

→先生の負担を減らして、授業計画を綿密に組んでもらい着実な指導を狙う。先生の「ゆとり」？

↓

実際は先生が苦しくなった。先生の仕事の日が６日→５日になった中で３割削減された教育をやるのは大変？

全体　27＋4(27/31：13%）→授業内容は70%にはなったが…。

・ただ、削減された内容（教科書以外）の中のことも教えなければいけないことがあった。

・丁寧に教える必要があった。

・授業計画書の提出などの授業以外のタスクの増加

・「総合的な学習」の崩壊

〔改革の問題〕

授業内容だけ増やしても先生が追いつけない。

※【問題解決学習】コア・カリキュラム（図説）

→その一つとしての「総合的な学習」

教科単位で教えている先生に対して、科目横断的なことを要求しても難しい。

C.内容の「中立」化

「修身」の廃止

内容教育の中立が叫ばれる。

Non-IdeologyというIdeologyの登場

→国語の相対化、脱イデオロギー（戦前レジーム）

PISA　Program for International student assessment（学習到達度テスト：OECDの加盟国のテスト）

日本の成績低下。

■問題提起（以下はメモに近いですね）

・日本の学校教育において何を充実させるべきか。

・国語の教科書の中身

→「国語教育」の難しさ。

・何を教えるべきか。

【国民（人民）のアイデンティティ】、それを軸とした人格形成。

それを可能とする必要な知識重視教育。考えるべき枠組み・知識の提供

↓

どういう人格が想定されているか。そこに複数の教養水準がありえるか。普通教育の難しさ。【教育政策的議論】

↓

「思想戦」＝現代研究会の趣旨

孫子「敵ヲ知ラズ、己ヲ知ラザレバ、百戦百敗ス」

＜内容教育形成にあたっての思想＞

民主主義、戦前レジームの脱却、国際協調（前文）、平和主義（9条）、人権教育（13条）、男女平等（24条）

→titleと中身の違い。理想をもって人をひっぱる？？

↑と国語教育をからめて。

記号論・・・

シニフィアン、シニフィエの恣意的な結合。認識論の問題

最近の傾向→ポスト・モダニズム、脱構築主義、読者論

議論をするには理解の前提となる認識の比較が必要＝「来年度のテーマである【変革】に通底している！」

憲法と教育

・家永裁判　・神戸高専（エホバの商人）　・旭川学テ訴訟

・東大ポポロ事件（学問の自由）　・君が代訴訟　など。
